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76  B－07001808  男性  6歳  136．2mg  ドンペリドン   掛択熟旋覇燕盗品薄幽 

上昇。嘔吐もあったので、救急受診し、インフルエンザA型と診断され、リン酸オ  
セルタミビル処方。本剤服用時、38．30c。服用1～2時間後、寝たままで最初亭  
足をピクピクさせ、ワーと大声で泣き叫び、全身の筋肉を硬直させ、眼は大きく  
見開いて一点を凝視した。2～3分持続。反応中は意枕不明。5分後、意撤回  
復。その後も、ぐずったり、泣いたりして熟睡してる様子ではなかった。380c台の  
高熱あり。服用開始2日目の朝、夕方、服用3日巨の朝いずれも、380c台～  
410cの発熱あり。いずれも本剤服用1～2時間後に、毎臥同様の異常行動が  
発現。本剤中止。   

77  B－07002053  女性  6歳  98mg   アセトアミノフェン  強直性痙隼   回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。寝埜、声を発する  
ヒベンズ酸チベビジン  などの異常行動が発塊。5分くらいで症状治まる。   
カルポシステイン  
プロビオン酸フルチカゾン  

78  B」）7002054  男性  8歳  40mg  異常行動   回復  診察時から興奮気味。インフルエンザA型の診断にて、リン酸オセルタミビル処  
方。同日夕方、服用後、おかしな発言を繰り返す（こわいこわいと育っている）。  
睡眠中、夜には一度熱が下がり、症状は落ち着く。服用開始2日目、朝、再び発  
熟。本剤服用しないが、気分高揚し、妹と遊んでいる最中にはさみで妹の指を  
傷つけた。  
服用開始3日日、異常行動回復、インフルエンザ軽快・回復。   

79  B－03009370  男性  7歳  80mg   クラリスロマイシン   記憶障害   軽快  リン酸オセルタミピル80mg／日他を処方。開始3日引こ、落ち着きがなく金指の  
塩酸プロカテロール   書字障害  つじつまがあわないことに母親が気づく。3日後、通学するも、学校で異常行動  
カルポシステイン   異常行動  が見られ、入院。文字が書けなくなる、父親の名前を忘れる等の症状が出る。7  
塩酸ブロムヘキシン  日日に退院。翌日、質問の答えに少し正確性が増す、物の置き場所を思い出  

す。1ケ月以上後、母親のはなしでは、文字、計算等は7～8割程度戻ったとの  
こと。   

80  B－03009903  男性  了歳  了2mg  始妄   回復  リン酸オセルタミピル72m〆日投与後、うわごとが発現。本剤投与終了日にうわ  
ごと回復。   

81  B－04027285  女性  7歳  80mg   埴化リゾチーム   噂眠   不明  A型インフルエンザ確定診断後、リン酸オセルタミピル80mg／日を投与開始。投  
セフジトレンピポキシル   低体温  与2日目に嘩眠発現。3日目、低体温発現し、本剤投与中止。低体温は6時間で  
フマル酸ケトチフェン  回復。   

82  B－05001028  男性  7歳  99mg  諭妄（詭妄（意味  軽快  インフルエンザに対しでノン酸オセルタミビルを投与開始。翌日論妄（意味のわ  
のわからない事を  からない辛を言う）発現。本剤の投与を中止したところ翌日軽快。   

言う））  

リン酸オセルタミビル  13／80   
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83  8」】5021660  男性  7歳  不明   アセトアミノフエン   異常行動   回復  発熱（吼00c）、咳、咽碑痛にて、本剤服用。  

その後、解熱剤服用。この頃より異常行動（トイレの場所がわから．ない、いない  
人が見える等）発現。  
入院し、採血、OT、MRlに異常なし。  
本剤から、シンメトレルに変更するも異欄行動（足を／くタ／くタして突然歌う、急に  
教科書の文章を玩む、いない人、物が見えるなど）翌朝まで持続。  
朝以降、異常行動く意識障害）消失、解熱傾向。  
3日後、退院。   

84  B－05024829  女性  7歳  不明  ＿ 二   不明  担当医の協力が得られずに詳細不明。   

85  B・・85025798  女性  7歳  39mg   アセトアミノフェン   回転性めまい  回復・  A型インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビルを夕方より服用開始  

リン酸ジメモルファン   幻覚  （380c）。翌朝服用直後より回転性めまい、幻賞が発現し入院し本剤中止。症状  
塩酸シプロヘブタジン  は2時間程度持続した。その後症状消失したが、発熱は持続。入院5日後解熱  
カルポシステイン  し、インフルエンザ軽快・回復したため退院。   

88  B－06025201  男性  7歳  不明   アセトアミノフエン   異常行動   回復  インフルエンザのため、本剤処方。その夜、異常行動（意味の分からないことを  
意随レベルの低  
下   翌日、解熱し異常音動消失。2日目、退院。   

87  B－－07000075  女性  7歳  90mg   アセトアミノフェン   幻覚   回復  リン酸オセルタミビル服用開始。服用2時間後に幻覚発現。  
臭化水素駿デキストロメトル  服用5日目、幻覚は回復。   
フアン  

塩化デカリニウム  
鎮咳配合剤（1）  

アセトアミノフェン  

アズレンスルホン酸ナトリウ  
ム  

88  B－07000157  男性  7歳  90mg   d－マレイン酸クロルフェニラ  拍妄   回鱒  インフルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビルを投与開始。熟せん妄発  
ミン  現。見えないものが、見えるとおぴえていた（40．5℃。）翌日、熟せん妄回乱5日  
カルポシステイン  目、本剤投与終了。   
耐性乳酸菌製剤（2）  

リン酸オセルタミビル  1ヰ／80   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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89  8－07000277  男性  7歳  不明   クラリスロマイシン   繚妄   ： 

起床し、本剤内服。約1時間後、せん妄発現。昼痍後、バッと起きて何かとろうと  
するしぐさをしたり、叫んだりする。「鳥があっちからもこつちからも飛んでくる」  
「未が歩いてきた」等の幻覚や立ってもブラフラして転ぷ等の症状があった。  
夜、受診。受診時には金言割ま可能だが、明らかに興書状態であり、大笑い、大  
泣きしたり、床に転がったりする状態。入院の上、補液のみで経過観察。入院  
時、インフルエンザウイルスは陰性。服用一日目、朝、せん妄回復し退院。   

90  B－07001360  男性  7歳  138mg  激越   回復  A型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル投与開始。服用1時間  
後、約30分泣いたり、父親に殴りかかった（叩いた）という異常行動発現。  
その後異常行動は治まり、以後本剤2回内服したが異常行動はなかった。異常  
行動軽快。その後服用中止。   

91  B－07001665  女性  7歳  87mg  異常行動   回復  インフルエンザ疑いのため、リン酸オセルタミビル処方。異常音動、幻覚発現。  
幻覚   回復  本剤服用終了。  

6日後、異常言動、幻覚回復。   

92  8－07001Bll  男性  7歳  116mg   ジアゼパム   意識変容状態  回復  発熱あり。受診し、インフルエンザ8型との診断にて、リン酸オセルタミビル処  
方。昼、1回目服用。夜、ジアゼパム坐剤使用2時間30分後、本剤2回目服用。  
服用1時間30分後、意臓障害が発現。寝ている時に急に起き上がり、何か意味  
不明のことを言う。5分位で再び入眠。1時間に1固位の頻度で繰り返した。く後  
から聞くと本人の記憶なし）服用2日日、朝、壁に向かって笑う。経過中けいれん  
はなし。服用開始から3日目、意識も完全に清明。   

93  B－07001812  女性  7歳  99mg   ヒベンズ酸チベビジン   異常行動   回復  インフルエンザ日型陽性のため、リン酸オセルタミビル処方。服用開始2日目、  
塩酸アンプロキソール  解熱。就寝後に手をばたばたさせ、イヤダイヤダとさわぐ。服用3日目、夜、前  
塩酸シプロヘブタジン  夜と同様のエピソードが2時間置きの頻度で発現。服用4日目、服用中止。   
塩酸ツロブテロール  

94  B－07002996  男性  7歳  120mg   アセトアミノフェン   異常行動   回復  インフルエンザB型と診断されリン酸オセルタミビル処方。夜、本剤服用。  
投与開始2日目、朝、2回目服用し、再び受診。本剤は継続。夜、3回目服用。そ  
の後熱が哺Ocまで上昇したので、アセトアミノフェン服用。その後、意味不明な  
言葉を発し、夜中、目の罰がまぶしいと訴えまつげを抜き始めた。  
投与開始3日日、家族より連絡をうけ、本剤中止し、受診。熱は39．2度。まぶし  
い、暑い、えらいを繰り返した。その後、異常言動のため入院。輸液のみの処置  
で経過観察。血液、脳波にインフルエンザ脳炎脳症を疑う異常所見はなし。  
授与中止1日   

リン酸オセルタミビル  15／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要く年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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95  B－07007903  不明  7歳  不明  痙攣   く記載  
なし〉   

に異常行動（不穏行動一首動）を認めていた。髄液検査、CTは異常なく、MRI所見  
は可逆性の病変であった。   

96  B・・02008808  男性  8歳  150mg   イブプロフェン   浮動性めまい  回復  発熱く38．90c）、大腿部痛を訴え歩行困難。同日、体温39．20c、嘔吐でリン酸オ  
ドンペリドン  セルタミビル投与。  
アセトアミノフェン  翌日、頭痛、嘔気、倦怠感を訴え元気がないため点滴（ソリタT1500m暮、20％グ  
ヒベンズ酸チベビジン  ルコース40ml）施行。本剤を120mg／日に変更。  
カルポシステイン  同日の夕刻、嘔気とめまいを訴え、ふらつき歩けなくなる。  
メキタジン  2日後、本剤は中止とな争。  

めまい、ふらつきが改革しないため、他院転院。  
転院2～3日後、回復退院となる。   

97  B－02013074  女性  8歳  90mg  片顆痛   回復  インフルエンザ予防目的（家族がインフルエンザA発症のため）にて、リン酸オ  
セルタミビル投与。本剤投与4回目の服用後、2～3時間後に強い右側頭部痛、  
嘔吐あり。カロナール坐薬を使用するも痛み軽快せず、イミグラン投与後軽快。  
片頂痛の既往歴有り。   

98  B－03001781  男性  8歳  120mg  アセトアミノフエン   幻視   回復  発熱有り受診し、インフルエンザと診断される。リン酸オセルタミビル投与2日  
レ／くミビド   異常行動  目、異常行動、痩攣発現。入院となるが、会話できる状態であったため、本剤内  

腰椎綿し経過観察。脳波所見からインフルエンザ脳症と判断して、幻視、異常  
行動もインフルエンザ脳症と考え、本剤を投与継続。  
本剤服用3日目、解熱し、本剤服用中止となる。   

99  B－03003105  男性  8歳  105mg  アセトアミノフェン   部分発作   軽快  体温40．00cとなり、アセトアミノフェン坐薬（200mg）使用。  
フマル酸クレマスチン  翌日、体温38．了Oc、井水、1づまり、咳からむ、咳時々にてリン酸オセルタミビ  
ヒベンズ酸チベビジン  ル投与開始。  
カルポシステイン  本剤2回目投与後、「こわい！」とわめく、視線合わなくなる。体温400cとなり、  

他院受診。「脳炎」ではないと音われる。  
翌日、体温38．20c。その後本剤は服用せず、ふつうとなる。   

100  B－03011619  女性  8歳  180mg  精神陣専   乗回復  インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル180mg／日を処方。投与3日目  
表出性昔話障害  に、えん下降書、精神陣専、音措障害、唾液分泌促進が発現し、本剤投与中  
流避退多  止。1ケ月以上過ぎても、大王の唾液と、少し言語障害がある。   

礁下障害  

リン酸オセルタミビル  16／60   
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101  8－04026773  8鱒  不明   なし   痙攣   不明  8型インフルエンザ治療のため、投与暮不明のリン酸オセルタミビルを1回服  

用。解熱後、一過性痙華で嘔吐。本剤投与中止。その後、症状は消失。   

102  B－05000045  女性  8歳  70mg   なし   失言育症   回復  B型インフルエンザ確定診断後、リン酸オセルタミピル70mg／日を投与開始。投  
意織変容状態  与開始2日日夕刻、自分の名前、年齢等が首えないことが観察されるため、入  

院。本剤の服用は、2日目の朝で中止。翌日、有害事象回復するも、有害事象  
発現時の状況に関する紀憶なし。   

103  B－05020337  男性  8歳  51mg   ヒベンズ酸チベビジン   油妄（せん妄）  回復  A型インフルエンザと診断され、リン散オセルタミビルを治療目的に投与。本剤  
塩酸アンプロキソール  服用4時間後、異常行動、せん妄が発現。その3時間後、異常行動改善。さらに  
フマル酸クレマスチン  そのヰ時間後、異常行動発現。その後、せん妄回復し退院となる。   
アセトアミノフエン  

104  B－05020702  女性  8歳  105mg   ヒベンズ酸チベビジン   意概変容状態  回復  発熱、上気道炎のため消炎剤等投薬、発熱等発症後4日経過してからインフル  
カルポシステイン   礁下障害  エンザと診断しリン酸オセルタミビル投与。その翌日喋下陣音、構音陣育発生、  
塩酸シフロヘブタジン   柵音障害  3時間後意柑レベル低下、入院治療、本剤投与中止。3日後解熱し、8日後に回  
シヤゼンソウエキス  後退院。   

105  B－05022003  男性  8歳  不明  諭妄   軽快  既往歴として無菌性髄膜炎あり。  
異常行動  発熱（38．80c）にて受診し、本剤処方される。本剤服用後、意味不明の言葉、意  
落ち着きのなさ  喋不明の行動、不穏発現（5－10分間）。救急車にて来院、来院時は意識障害  

なし。点滴し、2時間経過観凛するが、諭妄、異常行動、不穏軽快。帰宅   

106  B－05026593  男性  8歳  50mg   カルポシステイン   詭妄   不明  A型インフルエンザと診断され、リン酸オセルタミビルの服用を開始した。服用  
ヒベンズ酸チベビジン  開始から約2時間牛後にせん妄が見られ、約30分持統した。その後、リン酸オ  
塩酸シプロヘブタジン  セルタミビルの服用は中止した。   

107  B－06016148  男性  8歳  不明   セフジトレンピポキシル   意識レベルの低  回復  詳細が不明。  
カルポシステイン   下   回復  インフルエンザ治療のためリン酸オセルタミビルの服用を開始した。意識レベル  

疫学  乗回復  の低下、痙攣、璃痛はリン酸オセルタミビル服用終了後7～8日後に発現した。   
頭痛  

リン酸オセルタミビル  17／80   
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108  B－06026529  女性  8歳  75mg  意織変容状態  回復  リン酸オセルタミビル75mg内服10分後、嘔吐し、その後焦点合わず氷をいじっ  
大発作痙攣   回復  たり、鱒下をいじったりして呼びかけに答えなくなり、眼球上点、全身強直間代  

性けいれんとなった。けいれんが止まった後も、呼びかけに応えずに四肢を動  
かす意識障害が持続し、当院搬送。3時間後には意識清明になった。   

109  B－07000135  男性  8歳  102mg  アセトアミノフエン   異常行動   回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル投与開始。本剤2回目・服用  
後、ベッドの上で跳び始めた。何かにおぴえてる様子。異常行動発現。380c台。  
2日後、異常行動回復。   

110  B－07000164  男性  8歳  130mg  塩酸アンプロキソール   痙攣   軽快  インフルエンザウイルス感染治療の為、リン酸オセルタミビルを投与開始。同  
カルポシステイン   意糎レベルの低  

下   

皿  B－07000293  男性  8歳  99mg   フマル酸ケトチフェン  異常行動  回復  発熱錮℃、▲症状あり、インフルエンザA型と診断され、リン酸オセルタミビル処  
アセトアミノフエン   落ち書きのなさ  回復  方。夕方より服用開始。翌日、解軌食欲もあったが良く寝ていた。本剤服用開  

始3日目、異常音動・行動、不隠状態発現。「現実か？夢か？」と言う。急に自  
分をつねる、急に泣く。本剤朝服用後投与中止。その後も不随状態が続き受  
診。集中できず、突然泣き出す。その後泣いていたことは覚えているが、何故泣  
いていたのかは自分でもわからない状態。診察中、視線も合わない。入院して  
種通観察。血液検査、脳波、頭部MRlはいずれも異常なし。特に処置はせず。  
翌日、不随状態眉快し、インフルエンザ程患以前の意識状態に戻る。退院。   

112  8－07001894  女性  8歳  52．5mg  ヒベンズ酸チベビジン   疫学   固辞  A型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。服用3時間半  
カルポシステイン  後、けいれん（軽微）発現。インフルエンザによる発熱あり。けいれん軽快。   
塩酸シプロへブタジン  
アセトアミノフエン  

113  日－07002309  男性  8歳  75mg   維持液（3）   異常行動   回復  A型インフルエンザと診断され、リン酸オセルタミビル服用。2日で解熱約  
酢酸リンゲル液（ブドウ糖加）  意地レベルの低  軽快                    lヽ○ 1カ月後、再度、A型インフルエンザと診断され、リン酸オセルタミビル服用開  
チアミン・ニコチン酸アミド配  下  始。ふすまをかじる、目の焦点が合うていないなどの症状が発現。入院となる。  
合剤  症状軽快。  

翌日、解熱、輸狩投与。インフルエンザ症状軽快。通常どおり受け答え。   

114  B－07002855  女性  8歳  不明  痘撃   回復  インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。  
夜、本剤内服後、癌攣にて夜間診領所に搬送。   

リン酸オセルタミビル  18／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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115  B－07010109  女性  8歳  84mg   アセトアミノフェン   異常行動   回復  インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル処方。夕方より服用開始。2、3分  
寝そべってだだをこねるように（手をつけられないほど）暴れた。  
服用5日目、異常行動回復。朝、服用後、本剤終了。   

116  B－02000727  女性  9歳  100mg   セフテラムピボキシル   幻覚   国復  インフルエンザ棟疾患のためリン酸オセルタミビルを18時頃服用開始。20時45  
分幻覚様症状発現。嘩眠中央然目を開き一点凝視。名前を呼ぶも返答せず、  
何度かの呼びかけで返答するようになる。5分後幻覚様症状回復、意陣清明後  
の検温では37℃であった。翌朝7時頃本剤Z国別艮用、服用2時間後より腹痛、  
嘔気あり。1時間程度で症状消失。19時に本剤3回目服用後腹痛、気分不良。  
30分程度で症状消失。   

皿  B－02001235  男性  9歳  75mg   カルポシステイン   癌畢   回復  インフルエンザB型と診断、リン酸オセルタミビル75mg／日を処方。′本剤75mgを  
セフジニル  服用。翌朝、75mgを服用し解軋同日夜、10分権度持続する全身の樫撃が発  
マレイン酸クロノレフェニラミン  生し、自然軽快。後遺症なし。自己判断で本剤服用中止。2日後、受診時、咽頭  
リン酸ジヒドロコデイン  痛のみでその他は無症状。   
塩酸メチルエフェドリン  
ロキソプロフェンナトリウム  

118  B－03007837  男性  9歳  112．5mg  なし   意柑変容状態  回復  インフルエンザと確定診断後、リン酸オセルタミビル1ほ．5mg／日を投与開始。投  
与1回邑直後に嘔吐、10分後再服用時の30分後に意輔不明の言動を低める。  
有書事象発現30分後に処置なしで回復、入院して継続投与するも、その後は  
有事事象を発現せず。   

119  ；l り●●l●  男性  9歳  癌攣   回復  リン酸オセルタミビルを投与後、痙攣が発現。その後回復した。   

120  B－04024623  男性  9歳  不明  静妄   回復  インフルエンザA型と診断、夕方、リン酸オセルタミビル（生は不明）を服用。翌  
朝、2回目を服用し、解熱したが、食欲■活気不良。同日夕方、異常な発言あり、  
倒れ込み受診、軽度意相聞琶が疑われた。同日夜、救急外来を受診、平熱で  
歩いて入室し、見当随は保たれていたが、意識清明とは言えずごく軽度の意織  
陣書が疑われた。本剤は2回の服用で終了。事象発現から9日目に徐波消失、  
退院。退院から18日後、夜間に突然、強い不安と軽度の意識変容が見られ、入  
院。繚過は前回と全く同様で、10日目に退院．   

121  B－04025081  女性  9歳  不明   なし   幻覚   不明  インフルエンザ治療のため、投与王不明のリン酸オセルタミビルを服用後、まも  
Ⅶ吐  なく幻覚あり、嘔吐し、泣いた。   

リン酸オセルタミビル  19／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要く年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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122  8－05022091  男性  9歳  84mg   セフジニル   異常行動   回復  発熱（38．80c）にてインフルエンザ陰性であったが、本剤処方。投与後、嘔吐あ  

酢酸維持液  り。2回目服用後、異常な発音を行い、救急車にて来院、入院となる。入院時、  
ソリタT－1  意糎正常、異常音動なし。本剤は、中止とした。   

123  B－08002230  男性  9歳  不明   ブロピオン散フルチカゾン  痙サ   回復  A型インフルエンザで発熱く39．50c）が見られ、リン酸オセルタミビルの服用を開  
始した。服用開始から約1時間後に痙攣が発症し、約5分後に回復した。その  
後、リン酸オセルタミビルの服用は中止した。  
痙攣の既往歴あり。   

124  Bl）8026846  男性  9歳  60mg   臭化水素酸デキストロメトル  異常行動   回復  インフルエンザA確定。服用30分後に奇声を発するも押さえつけ入眠。けいれ  
フアン  痙華   軽快  ん発現。入院目的に搬送時、意識クリアーになる。   
アセトアミノフェン  

125  B－06028849  女性  g歳  60mg   アセトアミノフェン   異常行動   回  インフルエンザの診断なし。リン酸オセルタミビル60mgl回服用。40分就寝した  
後、布団を蹴飛ばし「怖い」と叫び、視点が定まらず、母がつかまえていた。イン  
フルエンザ迅速検査陰性、咽規粘液、血液でのインフルエンザウイルス同定  
（PCR）陰性。   

128  8－07000124  男性  9歳  不明    異常行動   回復  過去に本剤服用時に異常行動が発現（鮮細不明）したことあり。インフルエンザ  
に対し、リン酸オセルタミビル投与開始し、異常行動発現。翌日、異常行動回  
復。   

12了  B－0TOO1281  不明  9歳  1ほ．5mg  悪夢   軽快  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル処方。本剤服用による幻覚が  
睡眠驚情   軽快  トラウマになり，悪夢、夜驚症が発現。  

インフルエンザ発症から約2カ月後、副作用の訴えからジアゼパム処方。悪夢、  
夜耳癌軽快。   

128  B－07003013  女性  9歳  不明   セフポドキシムプロキセテル  異常行動   回徒  インフルエンザに対して、リン酸オセルタミビル服用開始。うわごとを貰う、添い  
アセトアミノフェン  寝していた家族をける等の行動が発現。  

投与開始2日目、本制服用中止。   

129  B－04001019  男性  10歳  75mg  痩攣   回復  39℃の発熱で、インフルエンザA型と診断、リン酸オセルタミビル75mgを服用後  
意轍変容状態  1時間半で意織障害、30分のけいれんが出現。入院し点滴を受け5時間半後に  

は意持清明となる。事象発現から2日後には意持障嘗、痩攣は回復し、後遺症  
なく退院した。   

リン酸オセルタミビル  20／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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130  8－04027255  男性  10歳  150mg   ヒベンズ酸チベビジン   幻覚   ′≠き，」…・ニ＝三三，＼＝÷・                回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル150mg／日及びヒベンズ酸チ  
幻聴  ベビジンを投与開始。2回目の服用の2時間後、1回の幻聴出現。服用4時間  

後、4回の幻覚出現。幻覚出現の5時間後、両有害事象回復。   

131  B－05026626  男性  10歳  120mg   蹟咳去たん膏己合剤（1）   痙畢   回復  A型インフルエンザで発熱（390c）が見られ、リン酸オセルタミビルの服用を開始  
した。投与開始日の夜に痙攣が生じ、回復した。投与開始から5日目にインフル  
エンザが軽快、回任した。   

132  B－08023790  男性  10歳  36mg   カルポシステイン   異常行動   回復  リン酸オセルタミビル内服後、30分後に異常発音あり。その30分後、異常発  
ザナミビル水和物  音回復。   

133  B－06024213  男性  10歳  150mg  カルポシステイン   異常行動   回復  リン酸オセルタミビル2回目服用後、約2時間後に異常行動、意織混濁が発  
塩化リゾチーム   意放レベルの低  
塩酸ブロムヘキシン  下   している。さらに1時間後に息苦しさを訴え、外来受診するが異常なし。   

134  B－06024320  男性  10歳  69mg   アセトアミノフェン   幻視   回復  4～5年前にリン酸オセルタミビルの服用歴があり、問題はなかった。39．3qC、  
塩化デカリニウム  咽顎痛、預痛、傾眠から臨床的にインフルエンザと診断。リン酸オセルタミビル  

1回目服用後、2時間後に異常な発音があり、母親の問いかけに「夢か現実か  
わからない」という。翌日早朝、38．00c。幻覚様症状継続。昼前には幻覚様症状  
なし。   

135  B－06024664  女性  10歳  不明  幻覚   軽快  リン酸オセルタミビルを服用し寝ていると、急に起きて「黒いものが見えて恐い」  
と青い、嘔吐し震えていた。以降服用は中止し、翌日軽快。   

136  Bl）6025003  女性  10歳  60mg  幻覚   軽快  本剤投与開始後、悪夢（大きなクモがいる）出現。  
妄想   軽快  その後に悪夢軽快。   

137  8－06025580  男性  10歳  100mg   アセトアミノフェン   異常行動   回復  発熱（89．20c）、倦怠感、嘔気にて、本剤投与。  
ソルデム1（点滴）  その夜異常行動（弟が稚かに首を絞められていると必死に訴える行動、うつぶ  
ブドウ糖（点滴）  せになって手足を／くタつかせる）あり、同日回復。  

5日後、インフルエンザ軽快   

リン酸オセルタミビル  21／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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138  B－06026131  男性  10歳  75mg  異常行動   ナンl∵：㌃・ 

方。朝、1回目服用。夜、本剤を飲ませようとしたところ、少しぽおっとしていて意  
味不明な言葉を叫ぶ等、異常冨働が5分くらいあり。救急車到着。表情うつろ。  
痙攣なし。意撒レベル1。救急外来到着時、胸部X－P、頭部CT異常なし。インフ  
ルエンザ脳症の可能性も否定しきれず入院。翌朝、平乳臭常行動なし。   

139  B－07000107  女性  10歳  130mg  ヒベンズ酸チベビジン   異常行動   回復  A型インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル服用開始。  
塩酸シプロヘブタジン  異常行動、言動（家tをなぐった）発現。  
カルポシステイシ  服用3日後、異常行動、言動回復。   
イブプロフェン  

140  B－07001663  男性  10歳  120mg  カルポシステイン   論妄   回復  インフルエンザ治療のため、リン酸オセルタミビル5日分投与開始。服用1日  
アセトアミノフエン  目、異常な行動はなかったものの、「お父さんがお母さんを殺そうとしている」な  

ど、非現実的な事を精していた。せん妄発現。  
翌日、せん妄回復。  
服用5日目に服用終了。   

141  Bl）7003787  男性  10歳  150mg   ヒベンズ酸チベビジン   異常行動   回復  インフルエンザA型の診断にてリン酸オセルタミビル処方。本剤服用約2時間  
塩酸アンプロキソール  後、之回唖吐あり。  
d－マレイン酸クロルフェニラ  投与開始2日目、朝、39．50c。本剤服用。服用約4時間後から食欲低下あり。恐  
ミン  れる、泣くといった異常行動発現。普段はめそめそする性格ではないが、些細  
ドンペリドン  なことでめそめそして泣く。  
アセトアミノフエン  投与開始4日目、再受軌35．80c。副作用と思われる精神症状が認められたた  

め、夕方の分より本剤投与中止。異常行動回復。   

142  8－02002181  男性  11歳  150・→75mg  プラノブロフェン   捻妄   軽快  臨床症状よりインフルエンザと診断後、リン酸オセルタミビル150mg／日を投与  
テプレノン   幻覚  開始。投与1日日夕刻、異常な発現を観察、翌朝まで何回かのうわ言が観察さ  
ドンペリドン  れる。その後投与暮を75mg／日に変更して本剤投与を継続するが、有害事象の  

発現はなし。   

143  B－06000460  男性  11歳  140mg   アセトアミノフエン   幻覚   回復  A型インフルエンザで発熱（38．50c）が見られ、リン酸オセルタミビルの服用を開  
カルポシステイン  始した。服用開始日の夜に幻覚が発現し、病院で血液検査と鵠部CTで異常が  
鏡咳配合剤（1）  見られなかった。幻覚は回復した。   

リン酸オセルタミビル  Z2／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  
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144  B－08025414  女性  11歳  不明  聴覚過敏   り‥ノ，： 

楕覚   乗回復  翌日、投与中止。  
舘妄  軽快  
計算力障害  軽快   

145  8－07000100  男性  11歳  150mg  幻覚   回復  A型インフルエンザ治療の為、リン酸オセルタミビル服用開始。  
異常行動   回復  幻覚、行動の異常発現し、同日回復。   

146  B－07000200  女性  11歳  150mg  意識消失   回復  インフルエンザ8の診断のため、リン酸オセルタミビル処方。翌朝、急に目が見  
痙筆   回復  えないと貫い意識を失い、その後眼球が上転し四肢がつつぱる様な痙攣を起こ  

したが、数分で回復。37．60c。翌日、インフルエンザ軽快。   

147  B－07000241  男性  11歳  135mg  塩酸シフロヘブタジン   恐怖   回復  インフルエンザ治療の為、リン酸オセルタミビル投与開始。夜、2回目投与後  
塩酸クロフェダノール  「恐い、恐い」とうわ首を言った。異常行動うわ言発現。4日後、異常行動・うわ  
塩酸アンプロキソール  音回復。   
ロキソプロフェンナトリウム  

148  B－07001737  男性  11歳  不明   セプチラムピボキシル   激越   回復  朝、38．50c。インフルエンザB型と診断され、リン酸オセルタミビル処方。昼より、  
臭化水素酸デキストロメトル  激越   回復  本剤服用開始。本剤2回目服用2～3時間後（深夜）、興奮状態発現。眠ってい  
ファン  たが、急に起き上がり「宿煽がわからん」などと叫び、寝首かと思っていたが  
イブプロフェン  自分の預をドンドンとたたき始めた。髪をかきむしった（抜く程ではない）。1時間  

程の間に3回ほど。興奮状態lま1時間で回復。服用2日目、夜、服用後3～4時間  
後（深夜）、興奮状態発現。耶■日とほぼ同様の症状であった。一度は立ち上が  
ろうとした。興奮状態は約1時間で回攻。   

149  B－07007902  不明  11歳  不明  痙攣   く記載  
なし〉   

に異常行動（不随行動・言動）を認めていた。髄液検査、CTは異常なく、MRl所見  
は可逆性の病変であった。   

150  B－02001392  女性  12歳  67．5mg  リン酸ジヒドロコデイン配合  失神   回復  インフルエンザが疑われlル酸オセルタミビル0．9カプセル（67．5mg）を服用。服  
剤  用Z時間後、冷蔵庫の物を取ろうとしたときに、一瞬意識がなくなり倒れた。その  
ヒベンズ酸チベビジン  時の記憶ははっきりしない。45分後に輸液を投与し、数時間後に一般状態まで  

回復。   

リン酸オセルタミビル  23／60   



異常な行動が記録されている事例以外の精神神経症状事例の概要（年齢順）（販売開始から平成19年9月30日まで）  

晦．≒・・  適蜘調軒  ■ハ■＝’、：ま・・・一▲￥・、1・ 

151  Bl）2002041  女性  12鼓  150mg  カルポシステイン   詭妄   回復  腹痛あり、A型インフルエンザと診断。治療目的にてリン散オセルタミビル投与。  
リン酸ジメモルファン  本剤を朝服用開始し、当日夜寝る前興tし、変な夢を見ているようだった。本剤  
塩酸シプロヘブタジン  投与中止。翌日朝、意識が汁明に戻る。   

152  B一っ2003019  男性  12歳  150mg  アスピリン・VC配合剤   ニ肺 ＝・   回復  インフルエンザのためリン酸オセルタミビル服用開始。柑時頃2同日服用後臥  
サリテルアミド／アセトアミノ  床。23時頃自力で立位を保てず意識を失った。そのとき失禁。すぐに下の布団  
フエン／無水カフェイン／プロメ  に戻し、約5分後に症状回復。翌日インフルエンザ回復。   
タジンメテレンジサリテレート  
臭化水素酸デキストロメトル  
フアン  

153  B－03001391  男性  12歳  37．5mg  アセトアミノフエン   意識レベルの低  
フマル酸クレマスチン  下   ている。インフルエンザ治療のため夕方よりリン酸オセルタミビル服用開始  
塩酸ツロブテロール  く390c）。服用2日目の用時頃解熱していたがつらくて横になっていた。囁気出現  
カルポシステイン  し嶋吐放そのまま意識が悪くなった。意枇低下は3分ほど持続。柑時40分頃来  

院、顔色不良だが意識Iま汁明。翌日点滴にて解熱傾向、嘔吐もなし。   

154  B－03010918  女性  12歳  132mg   臭化水素酸デキストロメトル  視野欠損   回復  リン酸オセルタミビル132mg／日他を処方。3日・間服用し、4日目の起床時、右目  
フアン  の下半分が見えなくなったため、投薬中止。2～3時間後、固乱   
塩酸チアラミド  

155  B－04008523  男性  12歳  30mg   アジスロマイシン水和物  意枇レベルの低  
アセトアミノフェン  下   剤30mgを服用。1時間後、軽度意恥混濁発現、かん高いうなり声、約40分間の  

多弁、目が丸くなった、多動、41．70cの高熱が認められた。事象発現から1時  
間後には落ち着き、さらに1時間後に再度受診したが、意識清明、発熱880c。翌  
日朝、調子が良くなりこ36．8℃に解熱。   

158  B－05024490  男性  12歳  150mg   クラリスロマイシン   幻覚   回復  A型インフルエンザで発熱（3臥0℃）が見られ、リン酸オセルタミビルの服用開  
激越   回復  始。投与開始から3日自に幻覚及び興奮が出現した。リン散オセルタミピルの服  

用を中止し、投与開始から5日日にインフルエンザが軽快し、幻覚及び興奮は  
発現から4日目に回復した。   

157  B－0502t；111  男性  12歳  75mg   アセトアミノフェン   幻覚   回復  A型インフルエンザ治療のため昼食後にリン酸オセルタミピルとアセトアミノフエ  

ン服用（38．90c）。20分後に嘔吐し幻覚発現。服用2時間後受診時、発熱  
（400c）、全身倦怠感著明だが、意極洋明で応答も普通であった。翌日解熱傾  
向（370c台）となり意托障害、幻覚なし。   

リン酸オセルタミビル  24／¢0   




